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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第115期

第２四半期連結
累計期間

第116期
第２四半期連結

累計期間
第115期

会計期間

自平成25年
　１月１日
至平成25年
　６月30日

自平成26年
　１月１日
至平成26年
　６月30日

自平成25年
　１月１日
至平成25年
　12月31日

売上高 （千円） 2,293,228 2,277,886 4,623,191

経常利益 （千円） 103,034 108,372 204,757

四半期（当期）純利益 （千円） 70,200 90,546 138,705

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 253,331 8,237 465,054

純資産額 （千円） 4,142,925 4,294,641 4,326,693

総資産額 （千円） 6,077,735 6,176,938 6,170,247

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 7.56 9.79 14.93

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 68.2 69.5 70.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 176,411 129,783 458,044

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △39,503 △78,448 △98,560

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △123,219 △110,411 △332,639

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 471,284 427,655 490,696

 

回次
第115期

第２四半期連結
会計期間

第116期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成25年
 ４月１日
至平成25年
 ６月30日

自平成26年
 ４月１日
至平成26年
 ６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 5.19 5.60

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

 　　　　　 ておりません。

 　　 　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額」については、潜在株式が存在しないため記載して

　　おりません。

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善等を背景に設備投資が増加する等、景気は緩

やかな回復基調で推移いたしました。ただし、生産については、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要はみられたも

のの、４月以降はその反動から弱含んでおり、先行き不透明な状況のまま推移いたしました。

このような状況下、当社グループの売上については、ユーザーである製造業の生産推移と相まって微減となりま

した。

しかし、利益面においては、円安の定着に伴う輸入原材料価格の上昇による影響を生産効率化の一層の推進や

セールスミックス等により低減させるとともに販売費の圧縮を図ったこと等から、増益となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高2,277,886千円(前年同期比0.7%減)、営業利益64,384千円

(前年同期比24.7%増)、経常利益108,372千円(前年同期比5.2%増)、また当四半期の純利益は90,546千円(前年同期比

29.0%増)となりました。

なお、当社は平成26年2月の記録的な大雪に伴い沼田工場の屋根の一部が崩落する等の被害が発生いたしました

が、生産等の影響は軽微であり直ちに復旧しております。また、損害についても全額保険金にてカバーできる予定で

あります。

 

　セグメントの概況は、以下のとおりであります。

（研磨布紙等製造販売事業）

当セグメントにおける当第2四半期連結累計期間の業況は、主要販売業種先である自動車部品、住宅関連業種向け

は堅調であったものの、収益性を考慮した営業展開を実施したことにより、売上高は1,862,878千円（前年同期比

0.4％減）、営業利益は32,236千円（前年同期比301.5%増）となりました。

 

（ＯＡ器材部材等製造販売事業）

当社グループは、複写機、ＡＴＭ、ファクシミリ、印刷機等の事務機器に組み込まれる紙送り用各種ローラー部

品を受注生産しております。

国内向販売先の増産による受注増により、売上高は272,363千円（前年同期比4.3％増）、営業利益は39,364千円

（前年同期比34.0％増）となりました。

 

（不動産賃貸事業）

株式会社ダイエーに賃貸している理研神谷ビルの本年3月の賃料改定により、賃料収入は142,645千円（前年同期

比11.9％減）、営業利益は108,641千円（前年同期比15.2％減）となりました。

なお、本年5月より理研神谷ビルの耐震補強工事に着手しております。
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（２）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ6,691千円増加し、6,176,938千円になりまし

た。これは主に有形固定資産の取得や借入金の返済により現預金が63,041千円減少、また、前期末に対し円高により

為替換算で生じた持分法適用関連会社の持分相当額の減少により関係会社出資金が33,330千円減少したことと、時価

評価額の減少等により投資有価証券が22,003千円減少しましたが、耐震補強工事の着工に伴い有形固定資産のその他

が115,497千円増加したことによるものであります。

　負債は前連結会計年度末に比べ38,743千円増加し、1,882,297千円になりました。これは主に、約定返済や償還が

進んだことにより借入金および社債が63,030千円減少しましたが、生産計画の要因に伴う仕入高の増加により支払手

形及び買掛金が58,309千円増加、また、耐震補強工事の着工に伴い設備関係支払手形が59,657千円増加したことによ

るものであります。

　純資産は前連結会計年度末に比べ32,052千円減少し、4,294,641千円になりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べて

63,041千円（12.8％）減少し、427,655千円となりました。

 また、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローは、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は、129,783千円（前年同期は176,411千円の獲得）となりました。

　資金増加の要因としては、税金等調整前四半期純利益の計上114,858千円、仕入債務の増加59,894千円、非資金取

引である減価償却費77,127千円が主なものであります。

 一方、資金減少の要因としては、非資金取引である持分法による投資利益47,227千円および補助金収入66,803千円

が主なものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は、78,448千円（前年同期は39,503千円の支出）となりました。

　資金増加の要因としては、補助金の受取額66,803千円が主なものであります。

　資金減少の要因としては、有形固定資産の取得による支出141,065千円が主なものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は、110,411千円（前年同期は123,219千円の支出）となりました。

　資金増加の要因としては、短期借入金の増加100,000千円が主なものです。一方、資金減少の要因としては、長期

借入金の返済による支出135,230千円、社債の償還による支出27,800千円、配当金の支払額27,690千円、自己株式の

取得12,416千円が主なものであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社

法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

① 当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

　当社は上場会社であることから、当社の株主は市場での自由な取引を通じて決定されるべきであり、当社の支配権

の移転を伴う大規模買付行為に対しても、これに応じるか否かは最終的には個々の株主の皆様の判断・意思に基づく

べきものと考えています。

　しかしながら、大規模買付行為の中には、会社経営陣との十分な協議・合意のプロセスを経ることなく、また株主

への十分な情報開示がなされることなく強行されるもの、あるいはその目的から判断して、企業価値および株主共同

の利益を毀損するおそれのあるものなどが含まれる可能性があります。

　当社は、このような当社の企業価値および株主共同の利益を毀損するような大規模買付行為を行う者は、当社の財

務および事業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えます。

　このような考えから、当社が設定し事前に開示する一定のルール（以下「大規模買付ルール」という）に従って、

買付行為に関する必要かつ十分な情報を当社取締役会に事前に提供し、かつ、当社取締役会のための一定の評価期間

が経過した後に限り、大規模買付行為を開始できることとする必要があると考えます。

　また、当社の企業価値ひいては株主共同の利益の中長期的な確保・向上の観点から、不適切または不十分であるお

それのある大規模買付行為に対して、当社取締役会が、原則として株主の判断を仰ぎつつ、当社が設定し事前に開示

する一定の合理的なルールに従って適切と考える方策をとることも、当社株主共同の利益を守るために必要であると

考えます。

EDINET提出書類

理研コランダム株式会社(E01185)

四半期報告書

 4/21



② 基本方針の実現に資する取り組み

　当社は、当社の経営理念を定めた理研コランダム憲章に基づき、短期的または再現性を欠く成果の追求に陥ること

なく、当社ブランドである「地球印ブランド」の更なる強化を図ること、また研磨布紙等製造販売事業とＯＡ器材部

材等製造販売事業との間の緊密な連携を推進し、競争力の源泉である「技術開発・人材開発力、顧客サービス・市場

開拓力」の更なる伸張を図ること、加えて株主、顧客、取引先、社員、地域社会等のステークホルダーの皆様との円

滑な関係を構築すること等によって、当社の企業価値および株主共同の利益の向上は実現されることとなり、上記①

に定める「基本方針」の実現に資するものと考えております。

③ 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止するための

取り組みおよびその合理性

　当社は上記にかかわる取り組みとして、「買収防衛策」を導入しております。この「買収防衛策」においては、取

締役会の恣意的な判断を防止するため、大規模買付ルールの設定、防衛措置の内容と実施条件および手続き、特別委

員会の設置等に関し詳細に定めております。

 

（５）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、68,089千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発行数（株）

（平成26年６月30日）
提出日現在発行数（株）
（平成26年８月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,000,000 10,000,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数は

1,000株であ

ります。

計 10,000,000 10,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 

平成26年４月１日～

平成26年６月30日

－ 10,000,000 － 500,000 － 89,675
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（６）【大株主の状況】

  平成26年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 オカモト株式会社  東京都文京区本郷3-27-12 1,133 11.33

明治安田生命保険相互会社  東京都千代田区丸の内2-1-1 913 9.13

株式会社損保ジャパン  東京都新宿区西新宿1-26-1 856 8.56

 株式会社みずほ銀行  東京都千代田区大手町1-5-5 458 4.58

 小菱商事株式会社  東京都中央区日本橋大伝馬町2-7 400 4.00

 みずほ信託銀行株式会社  東京都中央区八重洲1-2-1 400 4.00

 ヒューリック株式会社  東京都中央区日本橋大伝馬町7-3 159 1.59

 宇田川　恵造  埼玉県鴻巣市 138 1.38

 昭和工業株式会社  埼玉県草加市住吉2-1-6 128 1.28

 エムワイ総合企画株式会社  東京都新宿区高田馬場1-29-9 128 1.28

計 － 4,713 47.13

　（注）上記のほか、当社所有の自己株式773千株（7.73%）があります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成26年６月30日現在
 

 

　 区分

 

 株式数（株）  議決権の数（個）  内容

 無議決権株式  　　　　　－ －  －

 議決権制限株式（自己株式等）  　　　　　－ －  －

 議決権制限株式（その他）  　　　　　－ －  －

 完全議決権株式（自己株式等）
 （自己保有株式）

普通株式　　　773,000
－  －

 完全議決権株式（その他） 普通株式　　9,176,000 9,176  －

 単元未満株式 普通株式　　　 51,000 －
    1単元（1,000株）

    未満の株式

 発行済株式総数 10,000,000 －  －

 総株主の議決権  　　　　　－ 9,176  －
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②【自己株式等】

 平成26年６月30日現在
 

 所有者の氏名又

 は名称
 所有者の住所

 自己名義所有株式

 数（株）

 他人名義所有株式

 数（株）

 所有株式数の合計

（株）

 発行済株式総数

 に対する所有株式

 数の割合（％）

（自己保有株式）

 理研コランダム㈱

 埼玉県鴻巣市

 宮前547-1
773,000 － 773,000 7.73

 計 － 773,000 － 773,000 7.73

 

２【役員の状況】

　 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　　 退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 生産本部長兼鴻巣工場長 中島　哲二 平成26年５月15日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

　令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）および第２四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 580,696 517,655

受取手形及び売掛金 824,760 807,361

商品及び製品 694,993 684,294

仕掛品 541,565 538,806

原材料及び貯蔵品 186,650 218,531

その他 100,507 122,256

貸倒引当金 △11,346 △11,008

流動資産合計 2,917,825 2,877,895

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,501,137 3,468,539

減価償却累計額 △2,565,361 △2,547,010

建物及び構築物（純額） 935,776 921,529

機械装置及び運搬具 1,696,902 1,702,544

減価償却累計額 △1,500,673 △1,505,496

機械装置及び運搬具（純額） 196,229 197,048

その他 783,201 914,894

減価償却累計額 △365,417 △381,613

その他（純額） 417,784 533,281

有形固定資産合計 1,549,789 1,651,858

無形固定資産 36,379 39,819

投資その他の資産   

投資有価証券 662,651 640,648

関係会社出資金 972,612 939,282

その他 50,691 45,386

貸倒引当金 △19,700 △17,950

投資その他の資産合計 1,666,254 1,607,366

固定資産合計 3,252,422 3,299,043

資産合計 6,170,247 6,176,938

 

EDINET提出書類

理研コランダム株式会社(E01185)

四半期報告書

10/21



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 737,109 795,418

設備関係支払手形 23,036 82,693

短期借入金 80,000 180,000

1年内償還予定の社債 55,400 27,600

1年内返済予定の長期借入金 241,630 162,800

未払法人税等 24,425 13,374

その他 169,073 202,009

流動負債合計 1,330,673 1,463,894

固定負債   

長期借入金 115,400 59,000

繰延税金負債 104,669 106,705

修繕引当金 57,052 49,276

退職給付引当金 12,186 7,699

役員退職慰労引当金 124,788 103,977

長期預り金 50,000 50,000

資産除去債務 8,868 8,956

その他 39,918 32,790

固定負債合計 512,881 418,403

負債合計 1,843,554 1,882,297

純資産の部   

株主資本   

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 98,753 98,753

利益剰余金 3,528,387 3,591,060

自己株式 △134,227 △146,643

株主資本合計 3,992,913 4,043,170

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 121,122 106,908

繰延ヘッジ損益 3,651 △705

為替換算調整勘定 209,007 145,268

その他の包括利益累計額合計 333,780 251,471

純資産合計 4,326,693 4,294,641

負債純資産合計 6,170,247 6,176,938
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 2,293,228 2,277,886

売上原価 1,711,446 1,703,891

売上総利益 581,782 573,995

販売費及び一般管理費 ※１ 530,160 ※１ 509,611

営業利益 51,622 64,384

営業外収益   

受取配当金 11,333 8,741

持分法による投資利益 32,415 47,227

為替差益 10,618 －

助成金収入 5,470 －

その他 5,351 6,428

営業外収益合計 65,187 62,396

営業外費用   

支払利息 5,257 3,546

手形売却損 3,019 2,877

売上割引 5,432 5,369

為替差損 － 6,482

その他 67 134

営業外費用合計 13,775 18,408

経常利益 103,034 108,372

特別利益   

補助金収入 － 66,803

受取保険金 － ※２ 65,925

特別利益合計 － 132,728

特別損失   

災害による損失 － ※３ 60,524

固定資産売却損 58 －

固定資産除却損 － 851

固定資産圧縮損 － 64,867

特別損失合計 58 126,242

税金等調整前四半期純利益 102,976 114,858

法人税、住民税及び事業税 20,224 12,273

法人税等調整額 12,552 12,039

法人税等合計 32,776 24,312

少数株主損益調整前四半期純利益 70,200 90,546

四半期純利益 70,200 90,546
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 70,200 90,546

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 62,281 △14,214

繰延ヘッジ損益 △4,446 △4,356

為替換算調整勘定 13,448 △6,307

持分法適用会社に対する持分相当額 111,848 △57,432

その他の包括利益合計 183,131 △82,309

四半期包括利益 253,331 8,237

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 253,331 8,237

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 102,976 114,858

減価償却費 81,372 77,127

退職給付引当金の増減額（△は減少） △28,048 △4,487

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,025 △20,811

貸倒引当金の増減額（△は減少） 18,797 △2,088

修繕引当金の増減額（△は減少） 543 △7,777

受取利息及び受取配当金 △11,466 △8,800

受取商標使用料 △4,061 △4,649

支払利息 8,276 6,422

為替差損益（△は益） △933 509

持分法による投資損益（△は益） △32,415 △47,227

有形固定資産売却損益（△は益） 58 －

固定資産除却損 － 851

固定資産圧縮損 － 64,867

売上債権の増減額（△は増加） △10,241 15,237

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,486 △20,657

仕入債務の増減額（△は減少） 26,227 59,894

補助金収入 － △66,803

受取保険金 － △65,925

破産更生債権等の増減額（△は増加） △18,538 1,674

その他 12,435 △11,226

小計 157,493 80,989

利息及び配当金の受取額 11,297 8,800

利息の支払額 △8,186 △6,149

商標使用料の受取額 4,109 3,633

保険金の受取額 － 65,925

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 11,698 △23,415

営業活動によるキャッシュ・フロー 176,411 129,783

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △37,618 △141,065

有形固定資産の売却による収入 92 －

無形固定資産の取得による支出 △941 △4,441

補助金の受取額 － 66,803

貸付けによる支出 △2,000 △200

貸付金の回収による収入 964 455

投資活動によるキャッシュ・フロー △39,503 △78,448

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △60,000 100,000

長期借入れによる収入 150,000 －

長期借入金の返済による支出 △151,134 △135,230

社債の償還による支出 △27,800 △27,800

自己株式の取得による支出 △137 △12,416

配当金の支払額 △27,579 △27,690

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △6,569 △7,275

財務活動によるキャッシュ・フロー △123,219 △110,411

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,929 △3,965

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 22,618 △63,041

現金及び現金同等物の期首残高 448,666 490,696

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 471,284 ※ 427,655
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成25年12月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年６月30日）

受取手形割引高 293,426千円 288,862千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年１月１日

　　至 平成25年６月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日

　　至 平成26年６月30日）

給料及び手当 147,829千円 174,653千円

退職給付費用 △2,175 7,237

役員退職慰労引当金繰入額 8,025 7,148

貸倒引当金繰入額 19,012 △2,088

 

 

 

※２　受取保険金の内訳

　　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日）

　　　該当事項はありません。

 

　　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年６月30日）

　　　平成26年２月に発生した大雪による災害の損失に対する保険金65,925千円であります。

 

※３　災害による損失の内訳

　　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日）

　　　該当事項はありません。

 

　　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年６月30日）

　　　平成26年２月に発生した雪害に伴う損失を特別損失として計上しております。

　　　主にたな卸資産廃棄損54,365千円であります。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年１月１日
至 平成25年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日）

現金及び預金勘定 561,284千円 517,655千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △90,000 △90,000

現金及び現金同等物 471,284 427,655
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日）

 

 １．配当金支払額

 

 （決議）
 株式の種類

 配当金の総額

　　（千円）

 1株当たり

配当額(円)
　 　 基準日  　効力発生日  配当の原資

平成25年3月26日

　定時株主総会

 普通株式

 

 　　27,876

 

　　　　３

 

 平成24年12月31日

 

 平成25年3月27日

 

 利益剰余金

 

 

 ２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第2四半期連結会計期

　　間の末日後となるもの

 

 （決議）
 株式の種類

 配当金の総額

　　（千円）

 1株当たり

配当額(円)
　 　 基準日  　効力発生日  配当の原資

 平成25年8月5日

　取締役会

 普通株式

 

 　　27,874

 

　　　　３

 

 平成25年6月30日

 

 平成25年9月17日

 

 利益剰余金

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年６月30日）

 

 １．配当金支払額

 

 （決議）
 株式の種類

 配当金の総額

　　（千円）

 1株当たり

配当額(円)
　 　 基準日  　効力発生日  配当の原資

平成26年3月27日

　定時株主総会

 普通株式

 

 　　27,872

 

　　　　３

 

 平成25年12月31日

 

 平成26年3月28日

 

 利益剰余金

 

 

 ２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第2四半期連結会計期

　　間の末日後となるもの

 

 （決議）
 株式の種類

 配当金の総額

　　（千円）

 1株当たり

配当額(円)
　 　 基準日  　効力発生日  配当の原資

 平成26年8月5日

　取締役会

 普通株式

 

 　　27,680

 

　　　　３

 

 平成26年6月30日

 

 平成26年9月16日

 

 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２ 

研磨布紙等
製造販売事業

OA器材部材等
製造販売事業

不動産
賃貸事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,870,107 261,121 162,000 2,293,228 － 2,293,228

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 1,870,107 261,121 162,000 2,293,228 － 2,293,228

セグメント利益 8,029 29,369 128,057 165,455 △113,833 51,622

(注) １．セグメント利益の調整額△113,833千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

　　　は、主に連結財務諸表提出会社本社の管理部門に係る費用であります。

　　 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　平成26年１月１日　至　平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２ 

研磨布紙等
製造販売事業

OA器材部材等
製造販売事業

不動産
賃貸事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,862,878 272,363 142,645 2,277,886 - 2,277,886

セグメント間の内部売上
高又は振替高

- - - - - -

計 1,862,878 272,363 142,645 2,277,886 - 2,277,886

セグメント利益 32,236 39,364 108,641 180,241 △115,857 64,384

(注) １．セグメント利益の調整額△115,857千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

　　　は、主に連結財務諸表提出会社本社の管理部門に係る費用であります。

　　 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（金融商品関係）

 金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年６月30日）

   １株当たり四半期純利益金額 7円56銭 9円79銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 70,200 90,546

普通株主に帰属しない金額（千円） － -

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 70,200 90,546

普通株式の期中平均株式数（株） 9,291,522 9,245,053

　(注)潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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２【その他】

　平成26年8月5日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　(イ)配当金の総額　　　　　　　　　　　　　27,680千円

　(ロ)１株当たりの金額　　　　　　　　　　　3円00銭

　(ハ)支払請求の効力発生日及び支払開始日　　平成26年9月16日

 (注)　平成26年6月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月５日

理研コランダム株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 杉本　茂次　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大野　開彦　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている理研コランダム

株式会社の平成26年１月１日から平成26年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年４月１日か

ら平成26年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、理研コランダム株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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